拝啓　向春の候　皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
さて　去る〇月〇日　弊社代表取締役社長　□□□□　儀
療養加療中のところ　〇月〇日午後〇時〇分　永眠いたしました。
ここにあらためて生前賜りました格別のご厚誼に対し　深甚なる感謝の意を表しますとともに　謹んでご通知申し上げます。
故人は創業以来　社業の発展に心血を注ぎ　皆様のご支援のもと今日の礎を築いてまいりました。
在任中に賜りましたご指導ご鞭撻は　本人にとりまして何よりの励みであり　また弊社にとりましてもかけがえのない財産でございます。
つきましては　故人の遺志ならびに弊社役職員一同の総意により　社葬を下記のとおり執り行うことといたしました。
ご多用中とは存じますが　ご臨席を賜り　ご焼香いただけましたら幸甚に存じます。
敬 具
記
一、通夜　〇月〇日（〇）　午後〇時より
一、告別式　〇月〇日（〇）　午前（または午後）〇時より
一、式　場　〇〇葬儀会館（〇県〇市〇町〇丁目〇番地）
一、喪　主　〇〇〇〇（故人長男）
一、葬儀委員長　株式会社〇〇〇〇　代表取締役専務　△△ △△
以上

なお　誠に勝手ながらご香典・ご供花等につきましては　固くご辞退申し上げます。
まずは略儀ながら書中をもってご案内申し上げます。

令和〇年〇月〇日


株式会社〇〇
代表取締役　〇〇 〇〇
